
















































































































































































































































































































































































































　　 　著名なドイツ人フィルヒョー［Rudolf （Ludwig Carl） Virchow （1821‒1902）：ドイツの病理学者、人
類学者、政治家］は最近の科学会議で、以下のように自身の考えを述べている。
「気候馴化に関して、白人種の諸部門間で大きな相違が存在します。セム系民族はアーリア系よりはる
かに優れております。南方の人々、つまりポルトガル人やスペイン人、マルタ人、シチリア人はこの
点において北方の人々より優れており（中略）。アフリカ大陸に移住し、それが海岸から遠く離れてい
たとしても、マルタ人はスペイン人よりもさらに気候の変化を感じるといわれています。なぜならス
ペイン人は大陸性気候のなかで育つからです。しかしながら、そのような話は真実ではありません。
アルジェにてマルタ人はこの点に関し、常にスペイン人以上に自身の決定的な優越性を維持している
という肯定的な事実を、統計が立証しております。（中略）この人種特有の忍耐力は母国の気候や移住
先の国の気候に関係はしないのです。異国人との混血を考慮に入れなければなりませんが、この血統
はほぼセム系です。当時の制海権に類するものを所有していたフェニキア人は、歴史上に知られた最
初の植民者たちです。フェニキア人たちはセム系人種で、彼らの馴化に関する考古学的な痕跡の多く
が今でもみつかっております。」
（フィルヒョーによる、ストラスブールで開催された科学会議、1885年９月22日の席上での発言。『科
学評論』1885年12月12日号より）
（８）　２-３年の間に下記の会社や団体が破産している。
　　・豊富な資金を有して出発した穀物企業。
　　・見事な帆船隊を保有し、我々の埠頭や船架を建造した水運会社。
　　・乗合馬車会社。
　　・ マルサ［南東地区に属する町］の製紙工場と、短期間で廃業したあまり重要度の高くない幾つかの他企
業。こういった不幸な経験を教訓に、本島で繁盛するかにみえる産業組合は、その構成員たちに純粋に
精神的な支援のみを要求するものである。
　　・現状で存在している団体は、農業組合と技術・商業団体、考古学協会である。
　　・ 数年間にわたる隆盛の後に、医師会は活力と激励の不足を表明するのを止め、最近落成式を行っただけ
の医学会館は既に過去の遺物となっている。他の団体もあるが、それらに公的な重要さはほとんどない。
商工会議所は、存続の兆候を示しその義務をきちんと履行している唯一の存在である。裁判所内に席を
置く弁護士会はその構成員が属する専門職協会であり、法律専門家の要望を監督している。
 （みずた　とものり　歴史学科）
 2019年11月14日受理
